
〈参加申込方法〉
　参加をご希望の方は、 下記URLまたはQRコードよ
り事前申込みをお願いします（対面・オンラインとも）。 

https://form.cao.go.jp/scj/opinion-
0110.html

〒106-8555　東京都港区六本木7-22-34
東京メトロ千代田線「乃木坂駅」下車、５番出口
より徒歩１分

事前参加申込制
どなたでもご参加いただけます。

挨拶・趣旨説明
 　小長谷 有紀（日本学術会議第一部会員、独立行政法人日本学術振興会・監事）

ソ連帝国の複雑な影：ロシア・ウクライナ・中央アジア
　宇山 智彦（日本学術会議第一部会員、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター・教授）

ロシアから見たウクライナ報道
　藤原 潤子（神戸市外国語大学・准教授）

ロシア・ウクライナ紛争下におけるユダヤ・ファクターの変遷
　赤尾 光春（国立民族学博物館・特任助教）

中国の戸惑いと東アジア情勢への影響
　川島 真（日本学術会議連携会員、東京大学大学院総合文化研究科・教授）

インド ： 「漁夫の利」戦略の展開とクアッドへの影響
　中溝 和弥（日本学術会議連携会員、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・教授）

地政学的変化の中のトルコ外交
　澤江 史子（上智大学総合グローバル学部・教授）

EUとNATOから見たロシア・ウクライナ戦争
 　東野 篤子（筑波大学人文社会系・教授）

アフリカ諸国の複雑な態度の背景にあるもの
　武内 進一（東京外国語大学現代アフリカ地域研究センター・教授／第一部元連携会員）

21世紀の紛争と難民受け入れ政策の変化
　錦田 愛子（慶應義塾大学法学部・准教授）

総合討論
　司　会　小長谷 有紀　
　討論者　田辺 新一（日本学術会議第三部会員、早稲田大学創造理工学部・教授）
　　　　　栗田 抄苗（一般財団法人日本エネルギー経済研究所・研究主幹）

閉会挨拶
　春山 成子（日本学術会議第三部会員、三重大学・名誉教授）

　令和４（2022）年２月24日のロシアによる
ウクライナ侵攻は、現地の人びとのくらしを
破壊するだけでなく、 地球規模での混乱を
もたらしました。 8ヶ月が過ぎようとする現時
点でも解決の見通しはまだありません。 混
迷する世界をどのように理解したら良いの
でしょうか。 本フォーラムでは、 コンパクトな
解説をいくつも積み上げていきます。 日頃、 
解説されている事象の背後にあることを前
景化し、 画面を入れ替えるように、 総合的
に現代世界に接近してみましょう。

 12月10日（土）
　　　14:00～17:00 〈各報告15分〉
場所：日本学術会議 講堂 ＋ オンライン配信

主催：日本学術会議
企画：地域研究委員会・地域研究基盤強化分科会
共催：JCASA（地域研究学会連絡協議会）／ 協力：JCAS（地域研究コンソーシアム）
内容に関するお問い合わせ先：地域研究委員会委員長  小長谷有紀　E-mail :  yuki-konagaya(a)jsps.go. jp ※(a)を@にしてお送りください。
その他お問い合わせ先：日本学術会議事務局企画課学術フォーラム担当　電話：03-3403-6295

学術フォーラム

地球規模のリスクに立ち向かう地域研究

参加費無料

日時：令和４（2022）年
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近年、国民生活に深く関わる地名をめぐって、様々な問題が発生し
ている。とりわけ、メディアや学校教育、あるいは外国人観光客の
増加に対応した地名の外国語表記の不統一の問題が顕在化している。
また、社会のデジタルトランスフォーメーション（DX) が展開する
中で、公的機関等で登録・公開され、様々な場面で参照される住所デー
タの扱いも議論され始めている。さらに、人文・社会科学に期待さ
れる総合知の実現においても、現在そして過去の地名・住所を含め
た地名データベース（地名辞書）は、学術の基盤情報の１つとして
位置付けられる。
加えて、各国の地名標準化の国際的な規範について助言する機関で
ある国連地名専門家グループ（UNGEGN）では、地名の商業化回避、
現地以外から与えられた地名であるエキゾニムの使用や地名の文化
的価値などが議論されている。しかし、わが国には、このような地
名に関する国内そして国際的な問題に対応できる機関や研究組織が
実質的には存在していない。そこで、本公開シンポジウムでは、日
本における地名の標準化をめぐる課題を明らかにするとともに、そ
の対応策を検討する。
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2022.12/18（日） 
13:00-17:00

https://ritsumei-ac-jp.zoom.us/webinar/
register/WN_nOOZmIwzS4GaYqgkm1dIhw

主催：日本学術会議地域研究委員会地域情報分科会・

　　　地球惑星科学委員会 IGU分科会

共催：科学研究費補助金（挑戦的（開拓））「学際的な研究基盤となる日本の「GIS 地

　　　名辞書」の開発に関する地理学的研究」（研究代表者　矢野桂司）

後援：地理学連携機構、公益社団法人日本地理学会、一般社団法人人文地理学会、

　　　一般社団法人地理情報システム学会、日本地図学会

お問い合わせ先：日本学術会議地域研究委員会・地域情報分科会委員長

　　　　　　　　矢野桂司（立命館大学）　yano@lt.ritsumei.ac.jp

《総合司会》矢野桂司（立命館大学文学部教授 日本学術会議第一部会員）

　　　　　  山田育穂（東京大学空間情報科学研究センター教授）

13:00 趣旨説明

 　岡本耕平（愛知大学文学部教授）

13:10 海外での地名標準化の動向
 　渡辺浩平（帝京大学文学部教授 日本学術会議連携会員）

13:30 地名の公的化のプロセス 
 　野々村邦夫（一般財団法人日本地図センター顧問）

13:50 地方自治における地名をめぐる諸課題
 　荒見玲子（名古屋大学大学院法学研究科教授）

14:10 アドレス・ベース・レジストリの推進について
 　平本健二（デジタル庁データ戦略統括）

14:30 休憩

14:40 地名から見る地域の歴史と漢字表記の課題
 　狩俣繁久（琉球大学名誉教授 日本学術会議連携会員）

15:00 地名の情報学とデータ駆動型研究の展開 
 　北本朝展（ROIS-DS 人文学オープンデータ共同利用センター センター長）

15:20 教科書における地名表記
 　本田智比古（帝国書院編集部企画室課長）

15:40 規範なき地名の取扱いとその影響
 　今尾恵介（著述業）

16:00 休憩

16:10 総合討論
 　〈司会〉高木彰彦（九州大学名誉教授）

16:50 閉会挨拶
 　春山成子（三重大学名誉教授 日本学術会議第三部会員）

17:00 閉会

地名標準化
の現状と課題
地名データベースの構築と
地名標準化機関の設置に向けて

地名標準化
の現状と課題
地名データベースの構築と
地名標準化機関の設置に向けて

「大日本道中細見記」BL_01_0098　 大英図書館所蔵

オンライン開催（どなたでも参加いただけます）

事前にリンク先よりご登録をお願いいたします。

参加無料
定員

300名








